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研究のゴール １型糖尿病の治療薬開発

研究の特徴

自己免疫疾患である１型糖尿病においては、リンパ球のなかのTh2細胞に対するTh1細胞の比率が高くなっています。

Th1細胞は膵島β細胞を攻撃する環境を作りだし、Th2細胞はこのTh1細胞の働きに抵抗します。このTh1/Th2バランスを

改善することによって1型糖尿病の治療薬を開発します。

研究概要

これまで、1型糖尿病を自然発症するモデル動物であるNOD/ShiJcl マ

ウスにダニ虫体（ダニの体）からの抽出物（開発コード：KVT-1）を投与す

ると、1型糖尿病において特徴的な膵島炎が抑制されることを見出してい

ます。このとき、Th2細胞に対するTh1細胞の比率も下がっていました。そ

して、どのダニ虫体の成分や部分にこのような改善効果があるかについ

て明らかにして治療薬にすることを考えています。

これまでの研究結果・成果

KVT-1を分子量（分子の大きさ・重さ）の違う複数のグループに分け、そのうち4つのグループを用いてそれぞれ

NOD/ShiJcl マウスにアジュバント（免疫効果を高める物質）とともに皮下投与しました。このうち、膵島炎の改善が認められ

たグループについて、それを構成するタンパク質を解析しました。

その結果をもとに、Th2細胞を誘導すると考えられる3種類のタンパク質を有望な治療薬開発候補物質として位置付けまし

た。

KVT-1をアジュバントとともに1型糖尿病モデルマウ

スに皮下投与すると膵島内のリンパ球浸潤が抑えら

れます。
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現在の進捗率： 15％ロードマップ

現在の状況

この研究で患者の生活や他の研究にどのような波及効果があるか（期待されるか）

患者・家族、寄附者へのメッセージ

ダニ虫体成分による1型糖尿病の根治治療 更新：2024年8月

今後は、開発候補となった3種類のタンパク質を構成するペプチド※のうち、どのペプ

チドが病態の改善に効果があるのかを探し出します。必要なペプチドを決定すること

は、不要なペプチドの患者への投与を避け、安全性の確保につながります。現在、こ

のための実行計画を練っています。

※ペプチド：概ね50個以上のアミノ酸で構成されるのものをタンパク質、2個から50個

以下のアミノ酸で構成されるのものを「ペプチド」と呼びます。タンパク質を酵素で分解

するといくつかのペプチドに分かれます。

リンパ球にはTh1細胞、Th2細胞以外にも様々な種類があります。自己免疫疾患で

ある１型糖尿病では膵臓のβ細胞を攻撃しているリンパ球がいるはずです。KVT-1は、

Th1/Th2バランスを改善することによって、その攻撃を抑えることを意図しています。

このような免疫環境を整えることは、現在考えられている移植膵島やβ細胞の保護に

も有用だと考えています。

本課題の現在地は、膵島炎を抑制する効果の認められたKVT-1というタンパク質群

の中からタンパク質を絞りこみ、さらにタンパク質を構成するペプチド部分を特定しよ

うとしているところです。皆様のこれまでのご理解、ご支援に深く感謝を申し上げるとと

もに、これまでの成果を生かして製品化に向けて今後とも努力を続ける所存でありま

す。
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2038年 KVT-1の製造販売承認取得

ダニからの抽出物の精製：

分子量の違いをもとにダニからの

抽出物（KVT-1）をグループ分けし、

そのなかから薬効の認められたグ

ループを選択しました。

タンパク質の探索：

薬効の認められたグループについ

てそれらを構成するタンパク質を

解析しました。

治療薬として有望な候補タンパク

質の選択：

開発対象タンパク質を3種類に絞り

込みました。

次の研究計画の策定：

有効性と安全性を高めるため、上

記3種類のタンパク質の有効部分

（ペプチド）を特定するための研究

計画を策定中。

治療薬製造販売承認申請のため

の動物を使った試験（非臨床安全

性試験）開始

治療薬製造販売承認申請のため

の人を使って検証する試験（治験）

開始

厚生労働省への治療薬製造販売

承認申請
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